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＜病棟連絡事項＞
・本日午後女子トイレ工事完了し引き渡ししています。
・フローシートの入力について金谷JGMよりメールが来ています。各自確認して下さい。

＜ベッドコントロール＞
・吉田　安男様～7/10北病棟へ転出予定。
・7/10東病棟から2件転入予定（個室1、大部屋1）

＜患者様連絡事項＞
・寺井　恵利子様～退院日7/14　14：00で希望し、初外来日を7/23　10：00で予約しています。診察時、退院指示と退院処方を依頼していきましょう。
・中村　聡様～売店利用額について保佐人へ相談し、12000円/月上限とし退院まで金額は固定となっています。
・千田　悦子様～本日より服薬自己管理開始しています。忘薬や紛失に注意して観察していきましょう。
・坂田　輝様～担当よりケアマネへ連絡し、施設申し込みを進めるよう伝え了解されています。
・冨田　義明様～採血結果からパン食へ食事形態変更可の指示となっています。

・中鶴間　志穂美様～主治医来棟し診察実施。薬剤調整する事となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞
・飯田　修子様～苛々感を訴え頓服使用しています。以後立位保持出来ず介助を要しています。他者トラブルはありません。
・中鶴間　志穂美様～朝昼食不食し心窩部痛を訴えています。トイレ籠りはありませんが日中はベッド臥床して過ごされています。
・高柳　和子様～夜間中途覚醒あり、頓服使用していますが不眠で経過しています。朝食後、急に叫ぶことありますがそれ以降は同行為なく落ち着いて過ごされています。食事は自力摂取出来ています。
・佐々木　康子様～昨準で、夕食後薬と就床前薬は「休養のために入院しているから必要ない」と言い拒否されています。本日も朝食後薬拒否されています。引き続き服薬の促しをしていきましょう。
・田端　香織様～朝食後薬服用のため水を汲んだコップを渡していますが服薬せず飲水することがあります。眼球上転や頻回な飲水要求があり都度対応を要しています。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞

・岡沼　和久様～診察時、睡眠時間に関しては特に変わらないが、4時間程はまとまった睡眠を取れているとの事。日中は若干眠気あり、ウトウトする事はあるが、作業療法時は特に眠気無いとの事。フラッシュバックに関しては依然としてあると話し、過去に起こした車での事故が夢に出てくるとの事。前歯が欠けてしまったとの事で歯科通院したいとの希望で7/12～7/14の外泊中に行ってくる予定との事。臨時薬はヒルナミン錠25mg、クエチアピン錠100mg中止、レボトミン錠50mgを追加、リボトリール錠3mg→2mgへ減量し、他同内容で7日分処方となる。
・吉田　安男様～診察時、調子について問われると、「持ち直してきてます。」と話し、ぼーっとする事も特には無いとの事。先日の外泊に関しても確認され、「特に生活のしづらさはなかったです。」と返答あり。本人としては盆前辺りの退院を考えているとの事。臨時薬はアナフラニール錠20mg終了、デュロキセチンOD錠20mg

追加、他同内容で7日分処方となる。
・鈴木　達也様～診察時、朝は食欲が無く、又、体調に関しても「全体的にだるい…。」と返答されている。担当スタッフとの相談して決めた事を行えるよう、又、食事摂取や作業療法への参加も可能な範囲で行っていくように、と助言を受け、了承されている。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・柏崎　進也様～診察時、先月末に出した業者洗濯がまだ返ってきていない事について主治医へ確認しているが、今週には戻ってくるのではないかと説明されている。本人の退院希望に関して許可あり、7/13（土）11：00退院予定となる。下痢が治まってきたとの事で、臨時薬はレグテクト錠　3錠→6錠へ増量し、他同内容で3日分+退院時処方として6日分の計9日分が処方となる。
・高柳　和子様～診察室には来られず、自室にいる為、訪室して診察を行っている。診察時、主治医の声掛けにやや遅れて反応して振り返り、笑顔を見せている。主治医の問い掛けには不明瞭かつまとまりの無い返答をされている。臨時薬はラツーダ錠80mg→40mgへ減量、アリピプラゾールOD錠12mgとレボトミン錠25mgが追加となり、他同内容で7日分処方となる。又、不眠時薬7回分処方して頂いている。
・成田　賀枝様～診察時、血糖値関連の採血結果について伝えられ、了解されている。睡眠については「昨日は一睡も眠れてない。」「男の人全体がしゃべっててうるさくて。」と話されている。又、診察中、「今日のうちにここから出ていく必要があるって言われた。」「どこに行くのかは分からない。」と話す場面がある。主治医の説明にて渋々了解されている。痒みは治まってきているとの事。臨時薬はタベジール錠2mg→1mgへ減量、他同内容で7日分処方となる。
・沢田　秋子様～診察時、主治医の問い掛けに対して頷きで反応している。身体不調は無く、血圧も特変無く経過している。ヒアルロン酸Nａ点眼液の処方希望あり、2本処方となっている。定期薬処方変更無し。
・木村　柚子様～診察時、昨日の青山荘の体験利用について聞かれ、「絶対に行きたくない。」「ついていけないと思った。」と話され、他の宿泊型の訓練施設を考えたいとの要望が聞かれている。精神症状面では安定しており、他者への苛々感も特に無いとの事。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・泉川　ケイ子様～診察時、主治医の問いに穏やかに返答されており、朝起きるのが少し大変ではあるが、特に問題は無いとの事。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・田端　香織様～声掛けにてAユニットホールまで来られ、診察を待っているが、他者の診察中にも関わらず、ドアをノックし、入室しようとしたり、「部屋に戻ります。」と言い、自室へ戻ろうとする場面があり、順番を早めて対応している。診察にて入室後、デスク前の椅子に行かず、ソファに座って足を組んでいる。主治医の問い掛け前に飲水や本日の日付に関する確認をしているが、早口かつ不明瞭な発語で聞き取り辛さあり。流延も続いている為、臨時薬はブロムペリドール錠2mg終了、他同内容で7日分処方となる。
・安達　貴浩様～診察時、特定女性患者様への粗暴行為について確認され、対象の患者様から干渉的に言われた為、カッときて叩いてしまったと内省している。「色々聴こえてくる感じがするのは幻聴ですかね？」と主治医に質問しているが、精神病性の幻聴というよりは過敏さからの錯覚に近いと思われる、との説明を受け、了承されている。臨時薬はフルメジン糖衣錠3mg、ファモチジンOD錠20mgが終了、コントミン糖衣錠75mgへ変更となり、7日分処方となる。
・武田　宜子様～診察時、デイケアの利用が決まれば退院の方向でよいと思われると主治医より説明を受け、了承されている。外泊時についても以前よりは不潔な部分が気にならなくなっているとの事。睡眠に関しては内服したりしなかったりであるが、それが本人としては丁度いいと感じている模様。臨時薬は同内容で7日分処方となる。又、不眠時薬10回分処方して頂いている。
・小泉　裕子様～診察時、見た夢の内容として荒唐無稽な話しは聞かれるが、その他には著しく現実検討力を欠いた談話は聞かれていない。薬に関して黄色い薬（クエチアピン）は外してほしい、と要望あるが、現在の量で続けて頂くことを伝えられ、本人了承している。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・鈴木　知子様～診察時、1週間の様子について問われると、「ダメですね。」「朝起きても頭がぽやんとして…。起きるのが辛いです。」と話されている。又、幻聴に関しては「シンとしていれば聴こえないけど…。」と言葉を濁す。先日から聞かれている支払いの封筒に関して主治医にも確認を取っているが、本人が訴えているのは罰金が発生したり、リボ払い契約となっているのでは？それによって他者に迷惑を掛けているのでは？といった貧困・罪業的な内容であった。主治医の説明に渋々といった様子で了承され、診察を終えている。臨時薬はユーロジン2mg錠が終了、他同内容で7日分処方となる。
＜皮膚科診察情報＞

・郷呂　久美子様～玉井皮膚科の軟膏・内服薬が無くなったら当院切り替え希望あり。慢性痒疹の診断でデルモゾールクリーム1本、7/12～タベジール2T2×朝夕食後で5日分処方となっています。
・續石　啓介様～ゲンタマイシン軟膏2本処方。
・船田　泰子様～シスタゾールは主治医処方分を継続服用するよう指示あり、ゲンタマイシン軟膏1本処方となっています。
・鳴瀬　裕之様～タベジール継続、デルモゾールDP軟膏2本処方となっています。
＜馬渡Dr.患者様診察情報＞
・寺井　恵理子様～倦怠感持続されているものの食事は摂取され夜間入眠出来ている事を情報提供行う。クロザリルモニタリングは問題ないとの事。今後は2週に1回の検査となり、姉様と相談し退院日の調整をして下さいと説明受けている。処方変更なく継続処方となる。姉様と相談し退院日が決定し次第スタッフへ報告して頂くようお伝えした。　
＜柞木田Dr.患者様診察情報＞
・中鶴間　志穂美様～診察時「胸が苦しい」と話されている。主治医より、薬剤調整を行っているため、食事や入浴をする様説明うけている。薬剤調整にて、トリンテリックス(10)　0.5T→1Tに増量しミルタザピン中止。また、ドグマチール細粒10％　0.3g　1日3回毎食後と　ホリゾン(2)　1T　1日2回朝夕食後が追加となる。
